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して，前庭部の圧力が 125～6000 Hz において最大 23 dB 増幅された．また，外耳道および中
耳を経由した場合には，さらに前庭部の圧力は増幅し，外耳道内の気柱の共振周波数である
3400 Hz では，内耳に直接圧力が加えられた場合と比較して，27 dB の増加を示した．ヒトの
聴覚は 3000～4000 Hz で最も感度が良くなるが，この理由として外耳道による影響が大きい
ことが解析により示された． 
 
